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⽬的︓微⼩スケールにおける流体がしたがう各種境界条件の解明

結果の概要︓境界や界⾯における微⼩スケールの物理がいかにして巨視的な流体運
動に関わる現象論的パラメータ（界⾯張⼒や固液摩擦係数といった物性値）を構成
するかを分⼦動⼒学法による数値解析を援⽤して⽰した．
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上図：界⾯張⼒を流体の局所密度によってモデルするVan der Waalsの界⾯エネルギー
モデルの分⼦論的起源を⽰した（JCP, 161-20, 2024）


